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(57)【要約】
【課題】スッキリとした見栄えの良い外観の屋外構造物
とする。
【解決手段】屋根部２の複数の垂木を前面壁部３の前桁
３０の垂木取付部３０ａに取付け、この前面壁部３の複
数の支柱の上部で前桁３０の雨樋部３０ｂの前面３０ｇ
を覆うことで雨樋部３０ｂ（雨樋）が目立つことがない
ようにし、前記各支柱の上部を前記各垂木と連続して垂
木と支柱が一体的に連続して見えるようにすることで、
スッキリとした見栄えの良い外観の屋外構造物とする。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の垂木間に屋根板を取付けた屋根部と、前桁と複数の支柱を有した前面壁部を備え
た屋外構造物であって、
　前記各垂木の前端部が前記前桁の垂木取付部に、各屋根板に沿って流れた雨水等が前桁
の雨樋部に流れ落ちるように取付けてあり、
　前記各支柱と前記各垂木はそれぞれ相対向し、かつ相対向した支柱と垂木はほぼ同一左
右寸法で、
　前記各支柱は、前桁を取付ける部分よりも上方に突出した前面側突出部を備え、この前
面側突出部は前桁よりも上方に突出し、当該前桁の前面を覆うと共に、前記垂木と連続し
ていることを特徴とする屋外構造物。
【請求項２】
　各支柱は、前桁を取付ける柱本体と、この柱本体の前面に取付けた柱カバーを備え、
　前記柱カバーの上部が柱本体の上部よりも上方に突出して前桁の前面を覆うと共に、垂
木と連続するようにした請求項１記載の屋外構造物。
【請求項３】
　柱カバーの柱本体よりも上方に突出した部分の後面と垂木の前端面は隙間を置いて相対
向し、
　前記隙間を覆うと共に、柱カバーの前面を垂木の上面まで連続して柱カバーと垂木を連
続する連結部品を設けた請求項２記載の屋外構造物。
【請求項４】
　複数の支柱は、左右両端の端部支柱と中間支柱を有し、
　前記端部支柱の柱本体における左右一方の側面に側面カバーを取付け、
　この側面カバーの上部で連結部品の側面を覆うようにした請求項３記載の屋外構造物。
【請求項５】
　前桁の雨樋部は左右両端の端部支柱まで連続し、
　この端部支柱の内部に、縦樋と、この縦樋の下部と連続し、かつ端部支柱の外部に突出
した雨樋受けを有し、
　前記雨樋部の長手方向の端部に前記縦樋と連続する排水穴を形成した請求項１～４いず
れか１項に記載の屋外構造物。
【請求項６】
　隣接した垂木間に取付けた屋根板の前端縁に、水切り用の垂下片を備えた横材を、その
垂下片が雨樋部に向かうように取付けた請求項１～５いずれか１項に記載の屋外構造物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サンルームなどのように建物外壁と隣接して設置され、その建物外壁とによ
って空間部を構成する屋外構造物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、建物外壁と隣接して設置される屋外構造物としては、特許文献１に開示されたサ
ンルームが知られている。
　このサンルームは、屋根部（天窓部）と前面壁部（前面窓部）とで略逆Ｌ字状で、その
屋根部が建物外壁と接するようにして設置され、建物外壁と屋根部と前面壁部とで空間部
を構成する。
【特許文献１】実公昭６２－２７６４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前述した従来のサンルームは、屋根部の軒先部分と前面壁部の上横部分の連結部に、雨
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樋を左右方向に連続して取付け、屋根部から流れ落ちた雨水等を雨樋で受け、前面壁部の
左右側部から排水するようにしている。
　このようであるから、サンルームを見たときに雨樋が目立ち、その雨樋を境として屋根
部の垂木と前面壁部の支柱が別々に見えるので、複雑で見栄えが悪い外観である。
【０００４】
　近年、建物外壁と隣接して空間部を構成し、その空間部を物置として利用したり、収納
スペースとして利用することがある。
　このような空間部を構成するために、前述した従来のサンルームのように複雑で見栄え
が悪い外観の屋外構造物を用いると、建物全体の外観が屋外構造物のために見栄えが悪く
なるので、好ましくない。
【０００５】
　本発明の目的は、雨樋が目立つことがないと共に、垂木と支柱が一体的に連続して見え
、スッキリとした見栄えの良い外観の屋外構造物とすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、複数の垂木間に屋根板を取付けた屋根部と、前桁と複数の支柱を有した前面
壁部を備えた屋外構造物であって、
　前記各垂木の前端部が前記前桁の垂木取付部に、各屋根板に沿って流れた雨水等が前桁
の雨樋部に流れ落ちるように取付けてあり、
　前記各支柱と前記各垂木はそれぞれ相対向し、かつ相対向した支柱と垂木はほぼ同一左
右寸法で、
　前記各支柱は、前桁を取付ける部分よりも上方に突出した前面側突出部を備え、この前
面側突出部は前桁よりも上方に突出し、当該前桁の前面を覆うと共に、前記垂木と連続し
ていることを特徴とする屋外構造物である。
【０００７】
　本発明の屋外構造物においては、各支柱は、前桁を取付ける柱本体と、この柱本体の前
面に取付けた柱カバーを備え、
　前記柱カバーの上部が柱本体の上部よりも上方に突出して前桁の前面を覆うと共に、垂
木と連続するようにできる。
　このようにすれば、柱本体と柱カバーを別々に製作し、その柱カバーを柱本体よりも長
くして取付けることで前面側突出部を備えた支柱とすることができ、その作業が容易であ
る。
【０００８】
　本発明の屋外構造物においては、柱カバーの柱本体よりも上方に突出した部分の後面と
垂木の前端面は隙間を置いて相対向し、
　前記隙間を覆うと共に、柱カバーの前面を垂木の上面まで連続して柱カバーと垂木を連
続する連結部品を設けることができる。
　このようにすれば、柱カバーの上部と垂木を隙間なく連続できると共に、垂木の前端面
を直角切断できるから、垂木の切断作業が容易である。
【０００９】
　本発明の屋外構造物においては、複数の支柱は、左右両端の端部支柱と中間支柱を有し
、
　前記端部支柱の柱本体における左右一方の側面に側面カバーを取付け、
　この側面カバーの上部で連結部品の側面を覆うようにできる。
　このようにすれば、端部支柱の柱カバーの上部と垂木の前端面との間に設けた連結部品
が左右側面から見えないから、見栄えが良い。
【００１０】
　本発明の屋外構造物においては、前桁の雨樋部は左右両端の端部支柱まで連続し、
　この端部支柱の内部に、縦樋と、この縦樋の下部と連続し、かつ端部支柱の外部に突出
した雨樋受けを有し、
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　前記雨樋部の長手方向の端部に前記縦樋と連続する排水穴を形成することができる。
　このようにすれば、雨樋部に流れ落ちた雨水等を端部支柱内に設けた縦樋を通して雨樋
受けによって外部に排水できる。
　また、縦樋が端部支柱内に設けられて見えないので、見栄えが良い。
【００１１】
　本発明の屋外構造物においては、隣接した垂木間に取付けた屋根板の前端縁に、水切り
用の垂下片を備えた横材を、その垂下片が雨樋部に向かうように取付けることができる。
　このようにすれば、屋根板に沿って流れた雨水等は垂下片で水切りされて雨樋部内に確
実に落下する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、前桁の雨樋部が目立つことがないと共に、各支柱と各垂木が一体的に
連続して見え、スッキリとした見栄えの良い外観の屋外構造物とすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１と図２に示すように、屋外構造物１は屋根部２と前面壁部３を有し、その屋根部２
を建物外壁４に接すると共に、前面壁部３の下部を基盤５に取付けるようにして設置する
。
　そして、屋根部２と前面壁部３と建物外壁４とで空間部ａを構成する。
　前記屋根部２は、取付用枠材２０と複数の垂木とで複数の屋根板取付部２ａを有した枠
体２１と、その各屋根板取付部２ａにおける隣接した垂木間と取付用枠材２０に亘って取
付けた屋根板２２を有している。
　前記屋根板取付部２ａは前面側が開口した平面ほぼコ字形状である。
【００１４】
　前記前面壁部３は、前桁３０と、複数の支柱と、隣接した支柱の下部間に亘って取付け
た下横枠材３１で複数の枠部３ａを有し、その各枠部３ａに面材３２がそれぞれ取付けて
ある。
　前記前桁３０は後述するように、垂木取付部と雨樋部を有し、前記複数の支柱間に亘っ
て連続している。
【００１５】
　前記各垂木と各支柱はそれぞれ相対向し、その相対向した垂木と支柱の左右寸法はほぼ
同一である。ほぼ同一とは同一を含むものとする。
　前記各支柱は、前桁３０を取付ける部分よりも上方に突出した前面側突出部を備え、そ
の前面側突出部が前桁３０よりも上方に突出し、その前桁３０の前面を覆っていると共に
、その前面側突出部の前面が垂木の上面まで連続して支柱と垂木を連続している。
【００１６】
　前記複数の垂木は、左右両端の端部垂木２３と中間垂木２４を有している。
　前記複数の支柱は、左右の端部支柱３３と、複数の中間支柱３４を有している。
　前記端部支柱３３と端部垂木２３が相対向し、その端部支柱３３の左右寸法と端部垂木
２３の左右寸法は同一で、その端部支柱３３は、前述のように前面突出部３３－１を備え
、その前面突出部３３－１が前桁３０よりも上方に突出して前桁３０の前面を覆っている
と共に、前記端部垂木２３と連続している。
　前記中間支柱３４と中間垂木２４が相対向し、その中間支柱３４の左右寸法と中間垂木
２４の左右寸法は同一で、その中間支柱３４は、前述のように前面突出部３４－１を備え
、その前面突出部３４－１が前桁３０よりも上方に突出して前桁３０の前面を覆っている
と共に、前記中間垂木２４と連続している。
【００１７】
　このようであるから、前桁３０が目立つことがないので、その前桁３０が備えている雨
樋部が目立つことがない。
　しかも、端部支柱３３と端部垂木２３が連続すると共に、中間支柱３４と中間垂木２４
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が連続しているから、各支柱と各垂木が一体的に連続して見え、縦通しでスッキリとした
見栄えの良い外観である。
【００１８】
　この実施の形態では、左右の側面壁部６を備えている。
　この側面壁部６は、前記建物外壁４に取付ける縦枠材７と側面下横枠材８と前記端部支
柱３３、端部垂木２３とで枠部６ａを形成し、その枠部６ａに面材９が取付けてある。
　前記左右の側面壁部６のどちらか一方に出入口を形成して前述の空間部ａ内に人が出入
りできるようにしてある。
　この出入口は、前面壁部３に形成しても良いし、建物外壁４に形成しても良い。
【００１９】
　また、前述した屋外構造物を２つ組み合わせることで独立した屋外構造物とすることが
できる。
　また、建物外壁４のコーナー部に隣接して設置するのであれば、側面壁部６は１つで良
いし、建物外壁４の凹んだ部分と隣接して設置するのであれば側面壁部６は不要である。
【００２０】
　次に、各部材を詳細に説明する。
　前記前桁３０は図３に示すように、垂木取付部３０ａと雨樋部３０ｂを備えている。
　例えば、底板３０ｃと後側縦板３０ｄと前側縦板３０ｅで断面ほぼ上向きコ字形状で、
その後側縦板３０ｄの上部に横片３０ｆを後側縦板３０ｄの前後方向に突出して有し、そ
の横片３０ｆを垂木取付部３０ａとしてある。
　前記端部支柱３３は図３と図４に示すように、柱本体３３ａと、その柱本体３３ａの前
面に取付けた柱カバー３３ｂを有している。
　前記中間支柱３４は図４、図５に示すように、柱本体３４ａとその柱本体３４ａの前面
に取付けた柱カバー３４ｂを有している。
【００２１】
　前記各柱本体３３ａ，３４ａの上端面３３ｃ，３４ｃは同一高さで、その各柱本体３３
ａ，３４ａの上端面３３ｃ，３４ｃに亘って前桁３０の下面（底板３０ｃの下面）を載置
して前桁３０が取付けてある。つまり、柱本体３３ａ，３４ａの上端面３３ｃ，３４ｃが
前述の前桁３０を取付ける部分である。
　この前桁３０の前面３０ｇ（前側縦板３０ｅの前面）と各柱本体３３ａ，３４ａの前面
３３ｄ，３４ｄは面一である。
　前記各柱カバー３３ｂ，３４ｂは前桁３０よりも上方に突出し、この柱カバー３３ｂ，
３４ｂの上部で前桁３０の前面３０ｇを覆っている。つまり、柱カバー３３ｂ，３４ｂの
上部が前述の前面側突出部３３－１，３４－１である。
【００２２】
　前記各柱カバー３３ｂ，３４ｂは前面板３３ｅ，３４ｅと左右の係止片３３ｆ，３４ｆ
で横断面がコ字形状の長尺材で、前記各柱本体３３ａ，３４ａの前面３３ｄ，３４ｄにビ
スで固着したコ字形状の取付受具３５に、その左右の係止片３３ｆ，３４ｆを弾性力で係
合して取付けてある。
　このようであるから、柱カバー３３ｂ，３４ｂを柱本体３３ａ，３４ａに簡単に取付け
できるし、取付受具３５、ビスが柱カバー３３ｂ，３４ｂで覆われて見えないので、見栄
えが良い。
【００２３】
　前記取付用枠材２０は図３、図６に示すように、前面に向けて開口した屋根板取付用の
凹部２０ａを有している。
　前記端部垂木２３は左右一側方に向けて開口した屋根板取付用の凹部２３ａを有してい
る。
　前記中間垂木２４は左右両側方に向けて開口した一対の屋根板取付用の凹部２４ａを有
している。
　そして、前記各凹部２０ａ，２３ａ，２４ａに屋根板２２の後端縁と左右端縁が挿入さ
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れて水密材２５で水密して取付けてある。
【００２４】
　前記端部垂木２３、中間垂木２４の後端部が取付用枠材２０に連結され、その端部垂木
２３、中間垂木２４の下面２３ｂ，２４ｂの前端部が前桁３０の垂木取付部３０ａに載置
して連結される。
　そして、端部垂木２３の前端面２３ｃ、中間垂木２４の前端面２４ｃは前桁３０の雨樋
部３０ｂの上方に位置し、かつ各柱カバー３３ｂ，３４ｂの後面３３ｇ，３４ｇと離隔し
て両者の間には隙間がある。
　この隙間を塞いで柱カバー３３ｂ，３４ｂの前面を端部垂木２３、中間垂木２４の上面
まで連結して両者を連続する連結部品４０が設けてある。
　これによって、端部垂木２３、中間垂木２４の前端面２３ｃ，２４ｃを直角切断、つま
り下面と直角に切断することができるので、端部垂木２３、中間垂木２４を切断する作業
がやり易い。
【００２５】
　つまり、前述の連結部品４０を用いずに、端部垂木２３、中間垂木２４の前端面２３ｃ
，２４ｃを、柱カバー３３ｂ，３４ｂの後面３３ｇ，３４ｇに接触するように切断すれば
前述の隙間が生じないが、このようにすると端部垂木２３、中間垂木２４の前端面２３ｃ
，２４ｃを切断する作業が面倒で困難となる。
【００２６】
　前記連結部品４０は、図３、図５、図７に示すように、前記隙間を塞ぐ縦片４１と、こ
の縦片４１の上部に一体的に設けた横片４２と、この横片４２と連続した取付片４３を有
し、その取付片４３を端部垂木２３の上面２３ｄ、中間垂木２４の上面２４ｄに接してビ
ス４４で固着して取付けることで、前述の隙間を塞ぐと共に、柱カバー３３ｂ，３４ｂの
前面を端部垂木２３の上面２３ｄ、中間垂木２４の上面２４ｄまで連続する。
【００２７】
　前記端部垂木２３の前端面２３ｃと端部支柱３３の柱カバー３３ｂの後面３３ｇとの間
を塞ぐ連結部品４０は、左右側方から目視されるので、図４、図８、図９に示すように端
部支柱３３の柱本体３３ａの左右一方の側面に側面カバー４５を取付け、この側面カバー
４５で連結部品４０の側面を覆うと共に、端部垂木２３の上面２３ｄにプレート４６をビ
ス４７で取付け、側面カバー４５の上端面４５ａを覆う。
　このようにすることで、端部支柱３３を左右側方から見たときの外観を見栄えが良いも
のにできる。
【００２８】
　前記側面カバー４５の前面４５ｂは柱カバー３３ｂの前面と面一で、後面４５ｃは柱本
体３３ａの後面と面一である。
　前記端部支柱３３の柱本体３３ａは図４に示すように、左右一方の側面に開口した凹部
３３ｉを有し、この凹部３３ｉの前後内面に係止受片３３ｊが設けてある。
　前記側面カバー４５は、縦板４５ｄに一対の係止片４５ｅを設けたもので、その一対の
係止片４５ｅを前記係止受片３３ｊに係合することで取付けられる。
【００２９】
　図３と図５に示すように、前記屋根板２２の前端縁には横材５０が取付けてある。
　この横材５０は水切り用の垂下片５１を有し、屋根板２２の上面に沿って流れ、前端縁
から落下する雨水等は垂下片５１に沿って落下し、その雨水等が屋根板２２の下面に向け
て流れることを防止する。
　これによって、屋根板２２の上面に沿って流れた雨水等は、前端縁から前桁３０の雨樋
部３０ｂに確実に流れ落ち、屋根板２２の下面をつたわって前記空間部ａ内に落下するこ
とがない。
【００３０】
　前記横材５０は、コ字状の本体５２に垂下片５１を設けた形状で、その本体５２を屋根
板２２の前端縁に嵌合して取付けると共に、水密材５３で水密する。
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【００３１】
　つまり、屋根板２２の前端縁は、端部垂木２３と中間垂木２４との間、隣接した中間垂
木２４間においては他の部材によって支持されずにフリーの状態であるから、雨水等がそ
の前端縁から全量流れ落ちずに一部の雨水等が屋根板２２の下面につたわり、空間部ａに
落下することがある。
　このことを防止するために、屋根板２２の前端縁に水切り用の垂下片５１を有した横材
５０を取付けしてある。
【００３２】
　前記各垂木２３，２４の凹部２３ａ，２４ａにおける前端寄りにガラス押え５４が嵌合
して取付けてあると共に、このガラス押え５４よりも前端寄りの凹部２３ａ，２４ａに溝
隠し５５を嵌合して取付けてある。
　そして、前記横材５０がガラス押え５４に当接している。
【００３３】
　前桁３０の垂木取付部３０ａにおける垂木間の部分にはガラス支え材５６が取付けてあ
る。
　このガラス支え材５６は隣接した垂木の内側面に接していると共に、屋根板２２の下面
に接するシール材５７が装着してある。
　このようにすることで、屋根板２２の下面と前桁３０の垂木取付部３０ａとの間をガラ
ス支え材５６を閉塞し、その間から雨水等が空間部ａに入り込むことを防止できる。
【００３４】
　図８に示すように、前記前桁３０の雨樋部３０ｂは左右の端部支柱３３（柱本体３３ａ
）まで連続して取付けてある。
　この雨樋部３０ｂの長手方向両端部の底面、例えば前桁３０の底板３０ｃに排水穴、例
えば切欠き部６０が形成してある。
　図４と図８に示すように、前記端部支柱３３（柱本体３３ａ）内に縦樋６１が設けてあ
る。この縦樋６１は前記切欠き部６０（排水穴）と連続し、前記雨樋部３０ｂに流れた雨
水等は切欠き部６０から縦樋６１に落ちるように構成してある。
　前記端部支柱３３（柱本体３３ａ）内における下部寄りに雨樋受け６２が設けてあり、
この雨樋受け６２は端部支柱３３（側面カバー４５）よりも外方に突出し、前記縦樋６１
に流れ落ちた雨水等は雨樋受け６２から外部に排出される。
【００３５】
　このようであるから、前桁３０の雨樋部３０ｂの雨水等を外部に排水するための縦樋６
１が外部から見えないので、見栄えが良い。
【００３６】
　前記縦樋６１は断面コ字状の長尺材で、端部支柱３３内に固着してある。例えば、柱本
体３３ａの凹部３３ｉの底面部分にビス６３で固着してある。
　前記雨樋受け６２は底板６２ａと一対の縦板６２ｂで上向きコ字形状で、底板６２ａに
取付片６２ｃを有し、その取付片６２ｃが前記凹部３３ｉの底面部分にビス６４で固着さ
れ、一対の縦板６２ｂ間に縦樋６１の下部が入り込んでいる。
　前記雨樋受け６２は側面カバー４５に形成した開口６５から外部に突出している。
　前記雨樋受け６２の突出部分を覆う筒状のドレイン６６が側面カバー４５の開口６５の
周縁にビス６７で固着して取付けてある。
【００３７】
　前述したように、各支柱（端部支柱３３、中間支柱３４）を柱本体と柱カバーを有し、
その柱カバーの上部を柱本体の上端面よりも上方に突出して前面側突出部としたので、柱
本体と柱カバーを別々に製作し、柱カバーを柱本体よりも長くして取付けることで、前面
側突出部を有する支柱とすることができ、その作業が容易である。
【００３８】
　なお、各支柱（端部支柱３３、中間支柱３４）を一体とし、その上部の後面寄り部分を
切断等して除去することで残存した前面寄り部分を前面側突出部とするようにしても良い
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【００３９】
　前記前面壁部３の面材３２、側面壁部６の面材９はガラス板、樹脂板などのパネルとし
てあるが、障子、ルーバーなどでも良い。
【００４０】
　前述した図１、図２は屋外構造物１の全体を概略に示すものであって、この図１、図２
には前述の連結部品４０、側面カバー４５、プレート４７，雨樋受け６２、ドレーン６６
等は図示していない。
【００４１】
　前述の実施の形態では前桁３０は垂木取付部３０ａと雨樋部３０ｂを一体に備えたもの
としてあるが、垂木取付部３０ａと雨樋部３０ｂを別体としても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の屋外構造物の全体正面図である。
【図２】本発明の屋外構造物の全体側面図である。
【図３】図１のＡ－Ａ拡大詳細断面図である。
【図４】図１のＢ－Ｂ拡大詳細断面図である。
【図５】図１のＣ－Ｃ拡大詳細断面図である。
【図６】図１のＤ－Ｄ拡大詳細断面図である。
【図７】中間支柱と中間垂木の連結部分の斜視図である。
【図８】図１の右方の端部支柱部分の拡大詳細正面図である。
【図９】端部支柱と端部垂木との連結部の斜視図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１…屋外構造物、２…屋根部、３…前面壁部、４…建物外壁、２０…取付用枠材、２２
…屋根板、２３…端部垂木、２４…中間垂木、３０…前桁、３０ａ…垂木取付部、３０ｂ
…雨樋部、３０ｇ…前面、３３…端部支柱、３３ａ…柱本体、３３ｂ…柱カバー、３３ｃ
…上面、３３ｄ…前面、３４…中間支柱、３４ａ…柱本体、３４ｂ…柱カバー、３４ｃ…
上面、３４ｄ…前面、４０…連結部品、４５…側面カバー、５０…水切り材、５１…垂下
片、６０…切欠き部（排水穴）、６１…縦樋、６２…雨樋受け、６６…ドレイン。
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